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確かめ，密度の意義とその制御の必要性を論じ，対処反応 (coping response) の概念を導入して密
度の影響の諸形態が説明できることを明らかにしたもので その主な成果を要約すると次の通りであ
る。
(1) 自然形成的な低層住宅地でグロス 300人/ha 以上，また，中高層計画団地で街区レベ、ル900人/ha
以上の高密度住宅地における児童の交遊は，密度の上昇に伴って，友達の学年構成と地理的分布や
人数などにおいて縮小化する傾向を明らかにしている。
(2) 大学寮において， 1 部屋 3 人以上同居する場合は，こみあい( cro w:l ing) の影響が顕著に現われ，
人間関係の評価が悪化する傾向があることを確かめている。
(3) 運動場の広さが児童 1 人当り 3 m 2 以下の小学校では，空間利用圧 ( congestion) の影響によって，
遊びを規制する規則が著しく厳しいものになり，活発な遊びを減退させて事故件数を減少させる。
一方，児童 1 人当り 8 m2 以上の場合は，当然，規則は少なく，あってもその内容はゆるいもので，
事故件数は 3 m2 から 8 m2 までの各段階にある学校群に比べて少なくなるなどを明らかにしている。
以上の研究結果は，計画要件として重要な密度に関する新しい知見を与えるもので，建築工学に寄
与する所が大きく，博士論文として価値あるものと認める。
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